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ハスモンヨトウ椛成虫の行動おJ:び牲フェロモンに対す,-J反応におJ:ばす2,3の条件を検討し,

性フェロモンの宣言内生物試験法を設定した.すflわら.20oC.65,03RH, 全照明下で羽化した3日

日の堆成虫を隅,許も下におき,2-3時間を経てからピペットにより性フェロモンを含む風を与え,把

握船を伸展し交尾行動をとる個体数を調査する.

本法によって2×10一一FE (噸当丑)/mtまでの性フ

ハスモンヨトウ Sj)odo♪terah'Lura(F･)の雌成虫

は性フェロモンを分き浴し,これによって碓成虫が誘引

古れる (Yushimactal.,1973). 性フェロモンの拓

也成分のflt舵と和迩決定,あるいは雌成虫による性フ

ェロモン生産の動的川面の追求には感度の市い安定な

括性皮紋定のための生物試験法の設定が不可欠である.

さらにこの方法はできろだけ冊位であることが望まし

い.

夜行性りん細目昆虫の性フェロモンの室内生物試験

については多くの和位があり,いずれ もそれぞれの郡

の配偶行動に応じて設定されている.多くの場合,そ

の昆虫が配偶行動をとる時間相をそのまま.あるいは

人工的な照明周期によって昼夜を逆転させて益円生物

試験が行なわれている (ShoreyeEaL.,1964;SekulI

andCox,1967;BartellandShorey,1969).本法

の一つの欠点は試鹸可能の時刻が,ある一定の時間帯

に限定されることである.この欠点を糾った節 2の方

班として成虫を羽化後金P.(i明条件･下に数日R日放田して

配偶行動の circadianrhythmを破蛸した後,照明下

で試験する場合がある(BergeretaL.,1964;Roelofs

andFeng,1967;Sanders,1971).しかし,本法におい

ては性フェロモンに対する感度が那1の方法に比して

著しく低いという欠点を作なう.著者らはすでにチャ

ノコカクモンハマキ AdoxoL･hyesfascz'ataWALSIN･

GrlAMの性フェロモンの生物試験法として上述の欠点

をi'inRLT=方法.すなわち試験時刻についての制限が

なく,感度のTSい方法を設定することに成功した,(玉

木ら.1969)この方比によれば会田nJl下で羽化した雌

成虫を放r]後の任芯の時刻に一正n!jWのm.r.tUVlを与え

て性フェロモンに対する反応を前めると同時に安'jii'し

た検定値が狩られる.

本報告ではこのチャノコカクモンハマキ帖フェロモ

I) 本報告の一部は日本応JT]動物昆虫学会同和47年大

会 (静岡)で発表された.

ェロモン活性の検定が可能である.

ンの生物試験法の原理を適用したハスモンヨトウ性フ

ェロモンの生物試験法について述べる.

木文に入るにJJ3立ち.tlt試用虫の大益飼育を担当さ

れた山谷純子氏にlLB邦の忍を袈する.

材料と方法

供試昆虫はすでに印附した人工飼料 (YushimaeE

aL･,1973)により25oC.16時間JT.(t明下で累代飼市し

たものである.矧 ま刷 Jfに分けた按.耶径22cm.探

さ15cmの プラスチック昏注ポットに収容 し,20oC,

65,% RH の全mU伐 rr･の虫円において羽化させ,24

時間ごとに羽化した椛を鮒とJJJ離 して30×30×30cm

のステンレス野望約mに収辞してrLlじri':内に放位した.

この室内への雌成虫のfヨ入および性フェロモン抽出物

による汚馳 こは十分托.ldした.

性フェロモン抽出物の生物拭験 は20oC.65% Rti

の条作下で行ない,mr.l.tt下での概矧 ま亦色フィルター

を泣かした恨巾TtI灯 (3V)の光,または20Vの侶圧

下における2Cの白熱招球による縛明によっておこな･

った.

性フェロモン抽出紋は羽化2-3日目の末交尾の噸成

虫の腹部末端をメチレンクロライ ドとともに磨砕し,

炉液を30-40oCで減圧孤縮し. フロ1)シルカラムを

通して朽製したものをIT]いた.仙川 紋 は lmt当り

2頭分の碓成虫脚部末b;f'Jを含む ものを原紋とし,必変

に応じてこれを10liT･ごとに雅即してJTlいた.各試料紋

ばlo/'tを馳込ピペットの 内矧 こ付rfさせ lt7妹を蒸発

させたのちに.径9cm.深 さ10cm のステンレス製

網m書に5疏ずつ収辞されT=蛾成虫に向けて空気とと

も吹きつけた. くり返しは4-6回とし,1濃度当り合

計20-30頭の雄を使用した.なお,比較のために共通

摺 り合わせガラス部品を用いて ShoreyandGaston

*雄成虫を収容する容器としてガラス製フラスコを用

いると,雄の反応が著しく低下する.
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Flg･ll AnapparatusforbJOaSSayOrSexPher0-

mone,assembled artet-Shol･ey and

Gaston(196LI).

(1964)に)占づいて糾み1T.て(;･ljWこく郡1剛) も検討し

た.この場合の巧/̂この流速は115分約 200m/とした.

性フェロモンに対する雌の仙 L;紘)以珊刺 砧の名状総

門および把抑照の伸:ut蛙をもってそのfFW.li.とし-必1蜘こ

応 じて超の舶動 も合わせて.!J蝕 した.

結果と考累

ハスモンヨトウ成虫の父f即与鍬 川 然光.および人

工旧ry]下においてn没1-2Jll'jl'f'Jまたu約･Fl1-2時間後

である (Yushimaeta/･.1973). したがって.全照

明下に倣n締過 した雌の切付 こおいても的灯後1-2時

間に雌の作 フェロモンに対する的 L;の.I:.･,'L､1人僧が兄ら

れるであろうとの 】',.Q.tの もとに2,3の搬賀iと実験を

行なった.

全.I刑rD]下羽化 3口目の雌城山をFRT,l､tも状僧に移 し,性
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フェロモンと接触させない状憩のままその行動を観察

したところ郡2L叫のような軒栗を柑た.すなわち,全

JKi明 卜でrkJT･ll･.4人憎を'JtしていたPf成虫は刑灯後10-20

分で池のiMrh.)VTは たは鵬しとうをUtl的し.35分で

これらの子細 は肋 ■orI血を示した.そして以後徐々に行

跡 よ静まって.約六J後2日･'紺JIF･でははllt;令に称Jfニ状億

にIjiった.作プ ロtンが/(:h三してい/i-い状僧でも刑

灯後30分ないし,1日部rJ､拝は5000以 ヒの榊体がhT.･児に
活動しているため,この時rLrJ鰐で作フェロモンに対す

る反応を識別するのはきわめて困難である.とくにイ

ラクサギンウワバ TrichoPLusianiにおいて1-J･なわれ

ている成虫の麹の振動 を粥雌とする方法 (Shoreyet

alリ 1964)は全 く適用できない.

:到t(tJy]F羽化3nnの雌成虫のPT1-I.フェロモンに対す

る反応性の変化を消jJ後経特約に邪虎した結氷をgl'3

Exlに示す.この助命の反応の肘掛 ま把淋冊の伸)jかこよ
った.rL一泊皮のフェロモン桁披 く2FE/m/)に対 して

は消灯5分後に3700であった反応率が30分後に8700'に

上界し以後多少の変動は兄られるが刑灯7時IL'q後まで

かなり吊い反応率を示した,また,低氾庇のフェロモ

ン約枚 (2×10~2FE/ml)に対 しては消灯後30分-3時

間がほぼ-走の反応率を示し,4時間｢=ここれが減少

したのち徐々に痛くなって7時mnに位J･.-古を'7:iしてい

る.この 21Llを示す慨向は室内条作下での交Ii時刻と

交尾数,あるいは野外での処女雌による雌成虫の誘引

教と時刻との 関係においても見 られる (YushimacL

a/I,1973).

以上の結果から性フェロモンの生物試験は雌成虫の

活動が静まり牲フェロモンに対する反応が比較的安定
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Fig･2･ BchaviorrllllCtivILlyOlm<11cmothsorSJ･odof･lcro IL'LILrO (ド.)arler

lighトorr･Themalcmoths､verekcplincontinuouslightTor3days
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Fig.3. Hourlyresponsivenessofmalemotl一SOfS♪OdoPtcyatL'tura(F.)to
sexpheromoneextract.Themalemothswereheldincontinuous
lightfor3daysa一teremergence,andthenplacedinthedark.

Criterionofresponseisclasperextrusion.

している時m]瓶 すなわち消灯後2-3時間が適してい

ると考えられる.

全府明下で羽化した碓成虫の羽化後の日数によるフ

ェロモン感受性の変化は那4図に示すとおりである.

この場合の性フェロモン抽出紋 は2FE/mtの沸皮の

ものを用い.反応の押捺は把握折の伸展によった.刑

灯後2-3時関口に柄,W.下で試映した場合は,羽化当日

(1日日)の反応率0%が3口日には83%に上昇して
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Fig.4. Responseormalemothsoldifferent
agcstosex phcromoncextract.The
mothswcrcheld incontinuousligllt

alteremergence and then used for

assayinthelight(hollowcirele)orin
thedark at2-3hoursa一terlight･olf

(solidcircle).Criteriono【response:
clasperextrusion.

いる.他'方.仝P.(t明下にそのままおき隅,Tt状頂を与え

ないで陀l明下で試映した均分には,羽化3日日の雄で

も12%の反応率しか示さない.しかし.この場合羽化

5ロロの蛾ではP.(tryn二でも70%の反応率を示している

ことは江口してよい.

仝P.(tryrF羽化3ロロの雌成山をPff,W.下におき2-3時

関口にR,l爪下で.試映した場合.おLtびjW.(lrilj下羽化5

日rlの雌成虫をそのままF.(t明下で.試映した場合の性フ

ェロt･ン汎庇と反応呼【の関係を郡 5図Aに示t./T=.こ

の切介の反応円田は把掘田の伸展によった.羽化3日

日の隅瓜下の発作は羽化5日日の爪明下の条件よりも

蛾成虫の性フェロモンに対する感度が高いことを示し

ている.比校のために検討した ShoreyandGaston

(1964)にもとづいた方法による結果を第5図Bに示

したが,この方法では把握群の伸展を反応手旨按とする

かぎりは性フェロモンに対する雄の感度が著しく低い.

ShoreyeiaL.(1964)がイラクサギンウワバについて,

性フェロモンに対する反応指標として採用している麺

の振動は,図に見られるとおり比較的高い感度を示し

ているが,この場合でも全府明下羽化3日目の成虫の

隅無条件下での把握器の伸展を才旨按とした反応率曲線

(節 5図A)とくらべてむしろ劣っていると考えられ

ち.すでに述べたとおり,ハスモンヨトウ雄成虫は性

フェロモンが存在しない条件でも消灯後約2時間まで

は祖の拡動を伴なう行動をとる胴体が見られるので,

祖の択動を反応fR標とする方法は好ましくない.

以上のt.fi架を結合し.ハスモンヨトウの性フェロモ

ンの第円生物試験法として次のような拙作によるもの
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Fig.5. ResponseofmalemothsoESbodo♪teratitura(F.)tosex
pheromoneextractofvariousconcentration.Themale
mothswerelleldincontinuousligl一tatteremergence.
A:Assayedwithapur一ofsample･airfrom amedicine･

dropperinthelight(solidcircle)andinthedarkat2-3
hoursafterlight･off(hollowcircle).
Criterionofresponse:clasperextrusion.

B:AssayedwiththeuseofanapparatusbasedonShorey
andGaston(1964).

を設定した.

全田切下 (20oC.65%RH)で羽化させた碓成虫を

そのまま全fm明下に保持すろ.羽化3日目の任志の時

刻に各5頭の成虫を径9cm,深さ10cmの網髄に入

れたのち暗瓜下に移す.哨血糊の2-3時間日に性フェ

ロモン浴状10FLLを3-5mtの駒込ピペット内壁に付

宕させ,ゴム球を泣かし,数回空11j4を送って溶媒を蒸

発させたのち,網悦中の雄成虫に向けて吹きつける.

碓成虫の反応は戯部末粥rruLの毛状船管または把握給の伸

展を指培とし,薄明または赤色光によってこれを観察

する.

本法によって羽化2-3日目の雌成虫腹部末端のメチ

レンクロライド抽出物中の性フェロモン力価を2Xl00

-2×10-1FE/mtの稲田でほぼ定員的に検定すること

が可能である.
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Summary

Acovenientlaboratorybioassayingprocedur(≡

ofthesexpheromoneofSj･odoL)terall'Lura(F.)

wasdeveloped.

MalemothsofS.Litura,whichhadbeertheld

incontinuouslight(20oC,65% RH)from pupal

stage,wereplacedinthedarkatthirddayor

emergence.At2to3hoursafterlight･olf,a

puffofairfromamedicine-droppercontaminated

withsexpheromonewasintroducedintoawire･

screen･cage(9cmxlOcm)inwhich 一ivemale

moths~wereconfined.Responseofmalemoth

wasobservedunderdiffuselightorwiththeaid

ofaredllash･light,andextrusionofclaspcrof

themalemothswasadoptedasacriterionor

theresponse.


